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〜
地
域
文
化
を
掘
り
起
こ
そ
う
〜  

②

　

今
回
は
遅
羽
町
比
島
区
を
紹
介
し
ま
す
。
当

区
で
は
、
例
年
４
月
中
旬
の
日
曜
日
に
比
島
観

音
が
開
帳
さ
れ
ま
す
。

　

比
島
村
の
村
高
は
「
五
百
拾
五
石
二
斗
四
升
」

で
、
福
井
・
大
野
藩
領
の
時
代
を
経
て
、
貞
享

３
年
（
１
６
８
６
）
以
降
は
幕
府
領
と
な
っ
た
。

前
回
紹
介
し
た
「
比
良
野
郷
帳
」
に
比
島
村
の

名
は
な
い
が
、
同
じ
石
高
で
「
ミ
や
う
け
志
ま

（
妙
金
島
）」
と
あ
り
、
村
の
存
在
そ
の
も
の
は

知
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
の
戸
数
は
42
戸
、

人
口
２
３
３
人
で
、
物
産
と
し
て
繭
・
生
糸
な

ど
と
あ
り
、
船
２
艘
と
も
あ
る
。

　
『
慶
長
国
絵
図
』
を
見
る
と
、
九
頭
竜
川
左

岸
鹿
谷
方
面
か
ら
の
道
が
「
日
嶋
村
」
に
延
び

て
い
る
。
道
は
川
を
挟
ん
で
対
岸
の
滝
波
村
方

面
に
続
き
、
こ
こ
に
船
渡
し
が
あ
っ
た
こ
と
を

想
像
さ
せ
る
。
約
80
年
後
の
『
貞
享
国
絵
図
』

に
も
、
対
岸
の
新
保
村
に
道
が
向
い
、
川
に
舟

を
描
き
「
水
八
尺　

新
保
渡
川
幅
百
廿
間
岸
六

尺
」
と
あ
る
。
更
に
上
流
の
「
妙
法
端
」
の
辺

り
か
ら
、
畔
川
・
下
高
島
村
方
面
に
道
が
向
い
、

同
じ
く
川
に
舟
を
描
き
「
水
九
尺　

中
嶋
渡
川

幅
八
十
五
間
岸
五
尺
」
と
記
す
。
前
者
が
比
島

（
中
島
）
の
渡
し
、
後
者
が
中
嶋
（
鵜
嶋
）
の

渡
し
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
比
島
村
は
福
井

も
含
め
大
野
・
遅
羽
・
鹿
谷
地
区
と
、
勝
山
地

区
を
結
ぶ
交
通
の
要
地
で
あ
っ
た
。

　

貞
享
２
年
の
『
越
前
地
理
指
南
』
に
、「
平

泉
寺　

四
天　

乾　

観
音
比
嶋
村
」
と
あ
る
。

平
泉
寺
白
山
神
社
の
神
域
を
外
部
に
拡
大
し
、

そ
の
直
接
支
配
地
と
い
え
る
領
域
を
四
至
と
い

い
、
守
護
神
が
東
西
南
北
を
囲
ん
で
い
る
。「
比

島
観
音
」
は
四
至
の
一
つ
で
、
そ
の
北
西
方
向

に
位
置
し
、
守
護
神
と
し
て
現
在
も
安
置
さ
れ

て
い
る
。
当
区
に
残
る
『
比
島
観
音
縁
起
』
に

よ
る
と
、
泰
澄
自
作
の
観
音
と
あ
る
が
、
何
度

か
盗
難
に
遭
っ
て
い
る
。

　

別
の
史
料
で
は
、
寛
文
２
年
（
１
６
６
２
）

頃
に
千
手
観
音
が
壊
れ
た
の
で
、「
壱
間
ニ
四

尺
、高
壱
丈
、こ
け
ら
葺
、四
方
板
囲
」
に
し
て
、

本
尊
を
安
置
し
た
が
、
元
禄
３
年
（
１
６
９
０
）

頃
に
盗
難
に
遭
い
、
翌
年
新
仏
（
壱
尺
五
寸
立

像
）
を
仕
立
て
、「
石
之
厨
子
堂
」
を
こ
し
ら
え
、

錠
を
お
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
と
あ
る
。
同
年
平

泉
寺
先
住
玄
成
院
を
頼
ん
で
遷
宮
式
を
あ
げ

た
。

　

例
年
旧
暦

３
月
18
日
祭

礼
と
あ
り
、

か
つ
て
は
子

ど
も
た
ち
も

参
加
し
て
い

た
が
、
現
在

は
10
人
程
が

お
参
り
し
読

経
す
る
。

今
回
は
遅
羽
遅
羽
町
比
島
区
を
紹
介
し
ま
す
。

を
ねねねてててねね

 
市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

Ｕ・Ｉターンコラム

　勝山市にUターンやＩターン
をしてきた方を紹介する「美し
く生きる」のコーナーです。
　第２回目は、平成27年８月に
北海道札幌市から単身で勝山に
Ｉターンした、藤澤さんにイン
タビューしました。

▶Ｉターンしたきっかけは…
　札幌市で働くうちに、北海道
を離れ、本州の田舎で暮らして
みたいと思うようになりまし
た。そんな時に、大野市に住む
札幌市の専門学校で知り合った
友人からマイランEPD合同会社　
勝山事業所の職員募集の話を聞
き、勝山に移住することを決め
ました。

▶ 移住して良かったことはなん
ですか
　お酒がとても美味しいことで
す。気候が関係しているのかも
しれませんが、北海道のお酒に
比べ、一本義の日本酒はとても
美味しいです。
　また、木や花、昆虫など自然
の景色が北海道と全く違うこと
におもしろさを感じています。
　北海道には杉の木が生えてい
ないので、平泉寺で立派な杉の
木を見たときはとても驚きまし
た。

▶勝山市に望むものは…
　勝山市に移住してもうすぐ２
年が経ちます。ゴミの出し方や

通勤の際に困ったこと、趣味の
野球はどこでできるか、地域の
方とどうしたら交流できるかと
いった悩みを、どこに相談した
らいいのか分かりませんでし
た。
　ＵターンやＩターンをしてき
た方が気軽に相談できる場や地
域の方と交流する場の情報があ
るとうれしいです。

藤澤　拓哉さん（29歳）
＝立川町１＝

U
I
うつくしく
いきる
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行ってみよう

湯ったり勝山
　4月の湯ったりの日は、清々しく気持ちの良い
天気でした。マイステージでは「アンチエイジ
ング講座」を行い、参加者の皆さんは和気あい
あいとした雰囲気の中で楽しそうに体を動かし
ていました。

申・問　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

5月28日㈰は「湯ったりの日」
　午前11時～　「芳野亭笑翁さんによる落語」

緊急メールサービスの
登録はお済みですか？

　防災無線が聞き取りづらい状況
でも、防災情報や気象警報を知る
ことができます。まだ登録されて
いない方は、ぜひご登録ください。
下記メールアドレスまたはＱＲ
コードより空メールを送信ください。
メールアドレス：katsuyama@entry.mail-dpt.jp

問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

QRコード

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

５月10日㈬、5月24日㈬

「親子で化石のレプリカを
つくろう！」

５月28日㈰
恐竜ふれあい教室

「地球と生命の物語② 
　日本の化石が語る

スッポン類の進化」
５月21日㈰
博物館セミナー

休館日

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

「
食
生
活
改
善
推
進
員
」
活
動
紹
介

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、
食
生

活
の
改
善
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り

活
動
を
し
て
い
ま
す
。「
私
た
ち

の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
で
は
男
性
2
人

を
含
む
1
2
7
人
が
市
長
か
ら
委

嘱
を
受
け
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
適
塩
の
推
進
や

野
菜
摂
取
量
ア
ッ
プ
を
テ
ー
マ

に
、
料
理
教
室
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。
公
民
館
な
ど
で
の
野
菜

た
っ
ぷ
り
具
沢
山
味
噌
汁
の
試
食

配
布
も
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
活

動
す
る
た
め
に
は
、
市
が
実
施
す

る
、「
養
成
講
座
」
を
受
講
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
も
養
成
講
座
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
正
し
い
食
生
活

の
あ
り
か
た
を
学
び
た
い
方
、
学

ん
だ
知
識
を
地
域
活
動
で
活
か
し

た
い
方
、
ぜ
ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

※ 

養
成
講
座
の
募
集
は
、
5
月
19

日
㈮
ま
で

　

詳
し
く
は
、
健
康
長
寿
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　

健
康
長
寿
課（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
８
８
８

☆マイステージ参加者募集中！☆
　楽器の演奏や踊り、演劇などステージイ
ベントはもちろん、小物づくりなどを教え
たい・披露したいという方を随時募集して
います。あなたも湯ったりで輝きませんか？


